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本資料における以下の用語、マークはHL7 Internationalの商標です。
HL7 → HL7®, CDA → CDA®,  FHIR → FHIR®
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FHIRとは
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世界中の開発者がREST用の通信プログラ
ムや開発ツールをオープンで提供している。
→ 生産性高く開発できる

FHIR Web

→ REST

3

REST インターネット

REST

Webブラウザ

モバイル

REST

プログラムやツール

データサーバー
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HS036：処方情報 HL7 FHIR 記述仕様
HS037：健康診断結果報告書 HL7 FHIR 記述仕様書
HS038：診療情報提供書 HL7 FHIR 記述仕様書
HS039：退院時サマリー HL7 FHIR 記述仕様書

の４つが追加された。

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000929492.pdf
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https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000920427.pdf (P17)

https://www.chiba.med.or.jp/personnel/medical/download/revision04_2_02.pdf
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https://www.jimin.jp/news/policy/203565.html

る。

HL7 FHIR を活用して、共有すべき項目の標

準コードや交換手順を厚生労働省が定め
る。

HL7 FHIR 準拠の標準クラウドベース電子カ
ルテ（中略）の施策（補助金など）を行う。
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®



Source:on

Project Gemini – Launching IHE and FHIR!

A joint venture of HL7 and IHE to 
advance the use of FHIR for 
interoperability
• Launched at HIMSS18
• Create FHIR pilot projects, driving longer 

term implementations
• Goals

• Increase confidence and trust in both 
organizations among adopters of HL7 and 
IHE standards

• Making more rapid advances to improve 
interoperability.

https://docs.google.com/document/d/1juY4tf5M0gRP9jGij66L89bmGklcXJidYJQ-WOPFG7E/edit?usp=sharing

【引用】 IHE on FHIR®
Tone Southerland, Program Director, IQVIA ; RSNA 2019
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IHE International
プロフィル、テクニカルフレー
ムワークをまとめ、公開する。

IHE-Japan 等 地域のIHE組織

プロファイルを国別拡張し、企
業に実装を促し、コネクタソン
を開催する。

様々な部門システムを
抱え、複雑で問題の多い

医療機関側

ベンダの
技術

既存の規格を用いて
問題解決

同じような問題を抱える
医療機関への適用が

可能となる。

業務シナリオ
（統合プロファイル）

IHE テクニカルフレーム
ワーク(技術定義書）による

問題解決コネクタソンでの
接続テスト ベンダによる

製品への実装

学会などでIHEに
よる問題解決があ

ることを広報

医療機関はIHEを
要求仕様に含める

サイクル
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https://www.ihe-j.org/
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https://www.ihe.net/news/ihe-20-year-volunteer-perspective-niki-wirsz/
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2004

2015



– IHE Tutorial – 2023-06-29– IHE Tutorial – 2023-06-29 15

場所：東京都産業貿易センター台東館7階（東京 浅草）
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Transaction Monitor
（TRM）Gazelle

Validation Engine 

System A

System B

Proxy

① 登録されたホスト・システム設定情報が
TRMに連携

② IPアドレスとポート番号をKeyに
システム間の通信ログをProxy

③ Proxyされたログを自動検証
④ 自動検証の
結果をTRMに
返す

⑤ 取得ログ・自動検証の結果を
Gazelle上に表示

クラウドへ IHE コネクタソン
専用のプライベート
クラウドサービス
（AWS）
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※VPNリモート検証参加にあたっては、VPNブリッジの用意が必要となります。
＝ PacketiX VPNをインストールしたブリッジマシンが必要です。
※VPNリモート参加の際は、事前の検証環境への接続確認が必要です。

コネクタソン会場 遠隔地会場

System A System BVPNVPN

RocketChat
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場所：東京都産業貿易センター台東館7階（東京 浅草）

ITI技術委員長 関様より、
PDQm検証に関する手順や

審査上必要な提出物、また、
FHIRサーバに関する情報共
有が行われた。

PDQｍの手順そのものは単

純であるためか、参加ベンダ
4社からは特に質問等もなく、
直ぐに各社検証に入った。
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コネクタソン会場

25

クライアント
（PDC） Gazelle

① HAPI サーバ

② OpenFRUCtoS サーバ

③ IBM社 FHIR サーバ トランザクション
モニター

PDS

接続試験 結果情報アップ
→ 審査

トランザクションモニタは使わず
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